
 

なった．青木淳一著「ホソカタムシの誘惑 第 2 版」が出版され

た 2013 年頃には，兵庫県産のホソカタムシ類は 11 種とされて

いたので，兵庫県のホソカタムシ相の解明度は大きく向上した

と言える．しかし，まだ新たな種が発見される可能性もあるため，

今後も継続した調査が必要である． 
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編集後記 

 
この度，研究紀要「人と自然 Humans and Nature」第 35 号を無事に完成することができました．これもひとえに，ご投稿いただ

いた皆様，そして査読を引き受けていただいた皆様のご協力のおかげです．心より感謝申し上げます．私，高橋は，本年度の５月に編

集委員長を拝命いたしました．最初は不安もありましたが，皆様に支えていただき，無事に任務を全うすることができ，ほっとしておりま

す．また，今年度は以前より気になっていた投稿規定を改定し，これまで著者の方々にお願いしていた「レイアウト案」を廃止し，和文・

英文の両方の論文において全体のレイアウトを統一しました．この改定により，より投稿しやすく，また読みやすい紀要になったと感じて

いただけましたら，幸いです．まだ至らぬ点も多いかと思いますが，今後もさらに良い紀要となるよう工夫していきたいと考えております．

今後とも，本紀要にご支援を賜りますよう，お願い申し上げます． 

（高橋鉄美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人と自然 Humans and Nature」第 35 号の編集にあたり，以下の方々に原稿の査読でご尽力いただきました．ここに記して御礼

申し上げます（敬称略，あいうえお順）． 

太田菜央，岡崎 彰，木村敏之，京極大助，黒田有寿茂，鈴木 聡，高橋鉄美，内藤博之，福岡誠行，松田 潔，山内健生，李 忠建 
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